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T は じ め に

エチレンオキサイF.ガス(以下､ E･〇･Gと略す )液菌は､低温 ･低湿渡菌で蒸気 ･乾熱媒

菌に耐えない物質の或菌に利用さilる｡市販のデ ィスポーザブル製品は､伊机 を除 きほとんどこ

のE.0.8法によるo近在病院において外注品の再狭菌､カテ-テル類､内視辞歩の滅菌に急激

に普及するよう打な った｡

しか し､E.0.Clの毒性が滅菌操作時､職員に及ぼす影響｡又､使用時患者､職員への影響等

に挿 々問題がある｡中材郡ではE.0.0滅菌装置 ｢ミニノ,'ック｣購入を桜に､波菌施行上又､使

用上での安全性について検討 したので報告するo

1. ミニJl'ックによるE.0.Cr液西方法

被或昏物Jr､高密度プラスチック ･フイルムバックに八11てシールし､その一端からミニJ(ッ

ク備えつけの注入針 を挿入 して真空脱気後､直もにダイサイドLガス(成分E.0.811虜ノ､ロダ

ン化炭化水素 894 )を充塀 した後､荘スロケシールするO常温度 ･常湿度の-Fで拭菌 しているO

〔注 〕 ミニノ:I,クは､空気置換を横棒的に行い得ない枝器.この点､減圧と置換を繰返して

残留ガスを除く自動式威帝装置と違う｡

2. E.0.¢の長所 と尭所

1.浸透性が高い

2. 毒性について

1)皮田に対 して :刺敵性があるOただし少者 ならば永 と石鹸とで洗い落すことができる.

2)吸入によって :頭痛､目まい､全身倦怠感､平衡感覚消失､歩行困難､噴気､塀吐､失

神､呼吸停止

5. 波南面について

1)長所

① 低温成菌により高温､多葺の水分に鋭敏夜器材の滅菌に利用できる｡

¢) 合成樹脂系フイルム､続､その他積維製容器､包装材料への浸透性の高いこと0

2)短所

(1) 長時間成菌

◎ 滅菌後のガスの残留､反応成積が問題･-･････雫にゴム製晶の場合

81 人体に対する毒性

ま 問題点 と対策

1. E.0.0減荷の適用範囲と残留毒性
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病院でE.0.8滅菌を､手当bしだいの物品に適用するのは再考を要す｡

1)人体に対しての溶血毒､わが国でも田村､芦山両氏が溶血作用を指摘 している0

2)或菌 したゴム手袋を､2日後に用いた医師の手が赤 く腫れた.との報告 もある｡

5)ゴム製品等に吸着 したガスの鼓留毒性､ ゴム手袋で96時間 (自動式蔽菌装置使用のも

の)

4)体内に挿入するゴム管など性､7日以上放置後使用するのが米国をどの常識 (自動式滅

菌装置使用のもの)

5)病院で丑.0.α波菌を施 したゴム製の物品は数日以上放置 し､吸着ガスの自然放散を待

って使用すべきである｡

6) ｢蒸気で掃われ難い物品は､極力高圧蒸気滅菌を施す｣のが中材部における常道であD

E.0.a波菌の乱用は供 しむべきである.

7)他のどの方法にて も成菌できない場合｡

8)ただし光学署岩城の中には､-550177InHgの除圧は不適当のものあbo自動式戒菌装置

にてレンズが くもることあり｡この場合 ミニノ,'ックを使用する0

2. 淑薗操作と注意事項

1)禎淑薗物に対 し 適当を大 きさのプラスチック ･フイルムバックを用いる｡

2)プラスチック ･フイルムバックに汲菌の日付､時間､科名､物品名を記入する.

5)ガス戟菌の成否は検知 カードによb確認.国産および米国産の2種類あり.米国製カー

ドの黄色マークが蹟Vl青に変 った時点ではo匡量産カードの赤色マークが褐色ないし潰録に

変色 し､更に滅菌効果を高めれば国産カードは若菓色になる｡

4)破戒菌物は､血液 ･脂肪等､汚れのない清潔を物品としたho

過度 に乾燥 した批 などE.0.0に触れさせる場合､水分が扱収されるので最適湿度

(20-45窃)を保つため余分の加湿を賓することあD､又､逆にズブ濡れの場合は､

ガスの効力が水の表面で抑止される｡特に､ゴム管や､金属製の管の内側など濡れ過ぎた

状態はいけなV,a

5)包装にビンホ-ル､シール時加熟 しすぎて穴があいてhTZhか石竃忍0

6)E.0.0を吸入 しないよう､ガス注入口を最少にし手早くシールする｡ この時注入針で

破戒薗物を損傷 しない｡

7)1人でつづけて多量を扱わをho安全限界50ppm

8)感覚器に障害のある人や､胸部疾患のある人には取扱わせないように注意する0

9)操作者ならびに､周組の環境に対するE.0.0による空気汚染が心配｡換気に十分注意

する必要あり｡

10)E.0.0は不燃性ガスによb希釈されているので､魅発はしないが燃えるので火気には

十分注意するO (40●C以上の温度に当てることは禁物 )
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4;考 察

1. E.0.0淡菌の適用範囲 と残留毒性につVlて

1)通常の熟とか湿度に対 して弱V,物質､ プラスチック製晶､光学器械類等o高圧蒸気VCよ

り損傷さかるもの｡

2)ガス液菌を行 った方が､滅菌効果の持続が長いもの.

5)器材の寿命が長 く使えるもの､カフ付 カニューレなど｡

4)時間的余裕がなければE.0.8滅菌に よる器材の淑菌を行 ってはをC,毛い｡吸着 ガスの

道雄さ77るliでの時間､ ミニノ,'ックにかVlては1週間をhL2週間.

5)あC,か じめ充分な数をE.0.0により拭菌､貯蔵､必要に応 じて取出し供給する.

2. 滅菌操作 と注意事項について

1)伊作は諸条件をまもり､ガスの毒性については常に念頭におき行なう0

2)作業室､高圧蒸気液簡室 とは別に換気の充分行える一重でガス液菌､ガス自然放散を行

をう0

5)威菌不完全という危険を招かたいため､検知カードはすべての包みの中に通用 していき

たいo

期間は､4月購入後6月現在｡回数にして15回､約50包装の滅菌で.内容は､カフ付カニ

ュ-レ､プラスチックチューブ､人工呼吸器､的隆鈴､人工骨頭等であ った｡依頼の中には､ネ

ラトン氏カテーテル等高圧蒸気滅常可能のものもあった.又､直ちに使用希望しftものに対して

は､吸着ガスの逆離される迄の時間｡自動弁済菌装置で早V'もので6時間､長いもので200-

400時間持続を諦明了解 して もらうO中には直接依頼に来た医師 より ｢ガスの毒性は､ どんを

具合VE､現れるのですか.｣｢すぐ使えないのですかD｣等の質問もあ少責任の重大さを痛感し
たo

ミニノ1.ック使用開始にあた り､安全性の基準 争うも出すべ く検討を委ねたことは､よか ったと

思 うoLかし､E.0.0滅菌後の残留毒性に関しては､V,まだ検討の尉管にあり､文献 も少く結

論をみない.又､ 丑.0.0成菌器には､工場をどの大型器から､病院備え付の自動式戒薗装置､

ミニノ,'ック等機能も違い､ したがって安全期間 もことなる点､一概に理解盲れに くV,面 もある.

使用方法は､残留ガスの毒性を念頭にかき､検知カ-ド及び日 ･時の確認を行 った後､無菌操

作により取扱 うよう注意するO

正 二♭ わ り に

ミニバ ックによるE.0.0成菌は､簡易で確実に滅菌効果を上げる点では問題はない｡又長期

保管 も可能であるO現在､さかんに問われているあ三̀､ゆる面の公害を､病院自ら繰 り返すことの

夜いようo

E.0.Q波蘭による技留毒性に関 しては､ きびしい規制の上で､供重に行 っていきたいと思う.
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